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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期

第２四半期
連結累計期間

第71期
第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2019年５月１日
至 2019年10月31日

自 2020年５月１日
至 2020年10月31日

自 2019年５月１日
至 2020年４月30日

売上高 (千円) 15,177,991 15,559,796 31,379,445

経常利益 (千円) 566,097 462,864 978,166

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 360,690 296,730 574,138

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 278,278 250,511 457,114

純資産額 (千円) 15,187,121 15,484,778 15,301,433

総資産額 (千円) 26,350,338 29,847,689 30,525,030

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 39.01 32.02 62.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.37 51.56 49.78

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △436,526 1,592,189 972,465

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 768,388 556,547 △1,804,184

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △282,990 △1,872,610 1,192,675

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,616,316 6,390,935 6,181,516
 

 

 

回次
第70期

第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年８月１日
至 2019年10月31日

自 2020年８月１日
至 2020年10月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 27.70 34.50
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、前連結会計年度末から、非連結子会社であったPT. NADESCO INDONESIA、PT. NADESCO ENGINEERING

INDONESIAおよびNADEX MEXICANA, S.A. de C.V.は重要性が増したため連結の範囲に含めたことに伴い、従来の報告セ

グメントである「米国」を「北米」に、「タイ」を「東南アジア」にそれぞれ変更しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識

している主要なリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変

更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結子会社)が判

断したものであります。

(1) 経営成績

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界規模での拡大に伴い、社会

経済活動は停滞し、景気は急速に悪化いたしました。緊急事態宣言の解除後、感染拡大の防止策を講じながら、社

会経済活動のレベルを段階的に引上げられていくなかで、一部に持直しの動きが見られるものの、依然として厳し

い状況が続いております。世界経済につきましても、新型コロナウイルス感染症の影響に加え、長期化する米中貿

易摩擦の影響など、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの主要得意先である自動車関連企業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により世界

規模で減産となり、徐々に生産活動は回復しておりますが、設備投資については引続き慎重な姿勢が見られまし

た。

このような経済環境のもとで当社グループは、当連結会計年度を最終年度として策定いたしました中期経営計画

に基づき、当社グループが保有する各事業の連携によるトータルソリューションの提供、コアコンピタンスである

接合ソリューションの深化による新ユーザー層に向けての多角的な展開、グローバル展開のための製品力強化など

に取組み、市場のニーズに先行ないし同期する形で事業基盤の強化に取組んでおります。今般の新型コロナウイル

ス感染症の拡大に対応するためには、「withコロナ」を意識した即応力のある経営が必要であり、「社員」、「お

客様」、「株主・投資家様」および「社会」などの当社グループを取巻くステークホルダーの安全を確保しつつ、

事業展開を進めてまいります。特に自動化・省人化に対するお客様のニーズが「withコロナ」により高まってお

り、これにお応えするためにも当社グループの強みである産業用設備を軸としたトータルソリューションでの提案

力の強化が最重要課題であると認識し、グループ一丸となってお応えしてまいります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は155億５千９百万円と前年同四半期に

比べ３億８千１百万円(2.5％)の増収となりましたが、営業利益は３億３千９百万円と前年同四半期に比べ２億２千

万円(△39.3％)、経常利益は４億６千２百万円と前年同四半期に比べ１億３百万円(△18.2％)、親会社株主に帰属

する四半期純利益は２億９千６百万円と前年同四半期に比べ６千３百万円(△17.7％)のそれぞれ減益となりまし

た。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度末から、非連結子会社であったPT. NADESCO INDONESIA、PT. NADESCO ENGINEERING

INDONESIAおよびNADEX MEXICANA, S.A. de C.V.は重要性が増したため連結の範囲に含めたことに伴い、従来の報告

セグメントである「米国」を「北米」に、「タイ」を「東南アジア」にそれぞれ変更しております。

(日本)

日本につきましては、前連結会計年度に実施したM&Aに伴う連結子会社の増加などにより、売上高は131億７千８

百万円と前年同四半期に比べ12億２百万円(10.0％)の増収となりましたが、販売費及び一般管理費の削減に努めた

ものの、のれんの償却額が増加したことなどにより、営業利益は２億６千２百万円と前年同四半期に比べ３千３百

万円(△11.3％)の減益となりました。

(北米)

北米につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために実施されたロックダウンにより企業活動が

制限されたことに伴い自社製品の販売が減少したことなどにより、売上高は13億２千１百万円と前年同四半期に比

べ２億９百万円(△13.7％)の減収となり、営業利益は６千２百万円と前年同四半期に比べ６千２百万円(△49.6％)

の減益となりました。
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(中国)

中国につきましては、工作機械関連企業向け製品の販売が増加したことなどにより、売上高は13億９百万円と前

年同四半期に比べ１億４千６百万円(12.6％)の増収となり、営業利益は７千１百万円と前年同四半期に比べ６千５

百万円(―％)の増益となりました。

(東南アジア)

東南アジアにつきましては、前年同四半期には自動車関連企業向け設備の据付工事があったこと、また新型コロ

ナウイルス感染症の拡大に伴い延期になったことなどにより、売上高は４億１百万円と前年同四半期に比べ８億５

千７百万円(△68.0％)の減収となり、営業損失は４千６百万円(前年同四半期は１億１千１百万円の営業利益)の減

益となりました。

　

(2) 財政状態

(総資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は298億４千７百万円と前連結会計年度末に比べ６億７千７百万円減

少いたしました。その主な要因は、流動資産の現金及び預金の増加１億８千９百万円、電子記録債権の増加１億

円、商品及び製品の増加２億９千５百万円および仕掛品の増加１億１千４百万円などがあったものの、流動資産の

受取手形及び売掛金の減少３億２千６百万円、その他の減少３億２千１百万円、固定資産の有形固定資産の減少１

億６千２百万円、のれんの減少１億２千４百万円および投資その他の資産の減少４億６千２百万円などがあったた

めであります。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は143億６千２百万円と前連結会計年度末に比べ８億６千万円減少いた

しました。その主な要因は、流動負債の支払手形及び買掛金の増加９億７千６百万円などがあったものの、流動負

債の短期借入金の減少３億２百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少３億２千２百万円、固定負債の長期借入

金の減少11億３千９百万円およびその他の減少３億２千１百万円などがあったためであります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は154億８千４百万円と前連結会計年度末に比べ１億８千３百万円増

加いたしました。その主な要因は、株主資本の利益剰余金の増加２億１千３百万円などがあったためであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ２億

９百万円増加し、63億９千万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により得られた資金は、15億９千２百万円(前第２四半期連結累計期間は４億３千６百万円の支出)とな

りました。これは主に、たな卸資産の増加額５億９百万円、その他の負債の減少額２億２百万円および法人税等の

支払額１億３千２百万円などによる資金の減少要因があったものの、税金等調整前四半期純利益４億８千６百万

円、減価償却費３億３千４百万円、のれん償却額１億２千３百万円、売上債権の減少額２億２千８百万円、その他

の資産の減少額２億５千１百万円および仕入債務の増加額10億５千１百万円などによる資金の増加要因があったた

めであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により得られた資金は、５億５千６百万円(前第２四半期連結累計期間は７億６千８百万円の収入)とな

りました。これは主に、投資有価証券の売却による収入６億７百万円などによる資金の増加要因があったためであ

ります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、18億７千２百万円(前第２四半期連結累計期間は２億８千２百万円の支出)とな

りました。これは主に、短期借入金の返済による支出（短期借入れによる収入を相殺した金額）３億４百万円およ

び長期借入金の返済による支出14億９千２百万円などによる資金の減少要因があったためであります。
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(4) 資本の財源および資金の流動性

当社グループの資金需要の主なものは、商品および原材料などの購入のほか、製造経費、販売費及び一般管理費

などの運転資金および有形固定資産、無形固定資産などの設備資金であり、自己資金のほか必要に応じて金融機関

からの借入れにより調達しております。

運転資金については、当社および一部の国内連結子会社においてCMS(キャッシュ・マネジメント・サービス)を導

入し、各社における余剰資金を当社へ集中し一元管理を行うことで、資金効率の向上を図っております。また、取

引銀行３行とコミットメントライン契約および取引銀行５行と当座貸越契約を締結しており、資金の流動性を確保

しております。

 

(5) 経営方針、経営戦略および対処すべき課題等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針、経営戦略および対処すべき課題等について重要な変更はありま

せん。

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億６千３百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,125,000

計 40,125,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年12月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,605,800 9,605,800
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　100株

計 9,605,800 9,605,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年８月１日～
2020年10月31日

― 9,605,800 ― 1,028,078 ― 751,733
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(5) 【大株主の状況】

2020年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社アート・ギャラリー
富士見

名古屋市千種区富士見台１丁目54番地 1,400 15.08

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND
(PRINCIPAL ALL SECTOR
 SUBPORTFOLIO)
(常任代理人　株式会社三菱UFJ
銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210
U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

781 8.41

株式会社日本カストディ銀行
(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番12号 327 3.52

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 287 3.10

古　川　美智子 名古屋市千種区 285 3.07

BNYM RE BNYMLB RE GPP CLIENT
MONEY AND ASSETS AC
(常任代理人　株式会社三菱UFJ
銀行)

 7 OLD PARK LANE, LONDON, W1K 1QR
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

241 2.60

ナ・デックス社員持株会 名古屋市中区古渡町９番27号 230 2.48

古　川　佳　明 名古屋市昭和区 222 2.39

古　川　雅　隆 名古屋市千種区 220 2.37

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 171 1.84

計 － 4,167 44.89
 

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式322千株があります。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社は、2020年７月27日にJTCホールディングス株式会社および資

産管理サービス信託銀行株式会社と合併し、株式会社日本カストディ銀行に商号変更しております。

３．上記の株式会社日本カストディ銀行(信託口)の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は327千株であり

ます。

４．上記の日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は171

千株であります。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 

普通株式 322,900
 

― 単元株式数　100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,281,400
 

92,814 同上

単元未満株式 普通株式 1,500
 

― ―

発行済株式総数  9,605,800
 

― ―

総株主の議決権 ― 92,814 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株(議決権8個)含まれてお

ります。
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② 【自己株式等】

2020年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

株式会社ナ・デックス
名古屋市中区古渡町
９番27号

322,900 ― 322,900 3.36

計 ― 322,900 ― 322,900 3.36
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年８月１日から2020年

10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年５月１日から2020年10月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年10月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,203,047 6,392,489

  受取手形及び売掛金 7,502,375 7,175,711

  電子記録債権 2,153,987 2,254,358

  商品及び製品 2,334,947 2,630,668

  仕掛品 853,294 967,515

  原材料 590,635 687,089

  その他 962,644 640,645

  貸倒引当金 △6,102 △4,778

  流動資産合計 20,594,829 20,743,700

 固定資産   

  有形固定資産 4,744,914 4,582,447

  無形固定資産   

   のれん 1,659,973 1,535,596

   その他 1,200,488 1,123,312

   無形固定資産合計 2,860,461 2,658,908

  投資その他の資産 ※  2,324,824 ※  1,862,632

  固定資産合計 9,930,200 9,103,988

 資産合計 30,525,030 29,847,689
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年10月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,495,457 4,471,736

  電子記録債務 3,067,736 3,160,075

  短期借入金 2,198,480 1,896,000

  1年内返済予定の長期借入金 434,060 111,348

  未払法人税等 164,842 255,700

  役員賞与引当金 28,400 15,180

  その他 2,772,186 2,808,017

  流動負債合計 12,161,162 12,718,058

 固定負債   

  長期借入金 1,714,426 574,932

  役員退職慰労引当金 9,911 11,546

  退職給付に係る負債 138,971 181,205

  資産除去債務 5,025 5,026

  その他 1,194,099 872,143

  固定負債合計 3,062,434 1,644,852

 負債合計 15,223,597 14,362,910

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,028,078 1,028,078

  資本剰余金 763,775 763,288

  利益剰余金 13,224,994 13,438,410

  自己株式 △226,462 △209,827

  株主資本合計 14,790,385 15,019,949

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 250,103 311,051

  為替換算調整勘定 164,599 65,816

  退職給付に係る調整累計額 △9,621 △6,760

  その他の包括利益累計額合計 405,080 370,107

 非支配株主持分 105,967 94,721

 純資産合計 15,301,433 15,484,778

負債純資産合計 30,525,030 29,847,689
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2020年10月31日)

売上高 15,177,991 15,559,796

売上原価 12,283,528 12,613,250

売上総利益 2,894,463 2,946,545

販売費及び一般管理費 ※  2,334,070 ※  2,606,718

営業利益 560,392 339,827

営業外収益   

 受取利息 5,392 2,841

 受取配当金 10,336 16,437

 持分法による投資利益 33,707 49,221

 助成金収入 － 48,096

 その他 25,827 64,269

 営業外収益合計 75,262 180,866

営業外費用   

 支払利息 621 9,345

 為替差損 58,589 11,609

 補助金返還額 － 15,691

 その他 10,347 21,182

 営業外費用合計 69,558 57,829

経常利益 566,097 462,864

特別利益   

 固定資産売却益 1,061 20,567

 投資有価証券売却益 2,735 11,828

 特別利益合計 3,797 32,395

特別損失   

 固定資産除売却損 42 4,930

 投資有価証券売却損 91 3,625

 特別損失合計 134 8,556

税金等調整前四半期純利益 569,761 486,703

法人税、住民税及び事業税 96,949 268,134

法人税等調整額 84,614 △71,650

法人税等合計 181,563 196,484

四半期純利益 388,197 290,219

非支配株主に帰属する四半期純利益
又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

27,506 △6,511

親会社株主に帰属する四半期純利益 360,690 296,730
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2020年10月31日)

四半期純利益 388,197 290,219

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 37,416 89,239

 繰延ヘッジ損益 4,454 －

 為替換算調整勘定 △129,871 △99,284

 退職給付に係る調整額 △38 2,861

 持分法適用会社に対する持分相当額 △21,881 △32,524

 その他の包括利益合計 △109,919 △39,707

四半期包括利益 278,278 250,511

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 247,967 261,757

 非支配株主に係る四半期包括利益 30,310 △11,245
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2020年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 569,761 486,703

 減価償却費 203,224 334,892

 のれん償却額 42,152 123,169

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 97 △1,362

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32,200 △13,220

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25,832 1,634

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34,836 45,775

 受取利息及び受取配当金 △15,728 △19,279

 支払利息 621 9,345

 為替差損益（△は益） 578 △2,639

 持分法による投資損益（△は益） △33,707 △49,221

 固定資産売却損益（△は益） △1,061 △20,567

 固定資産除却損 42 4,930

 投資有価証券売却損益（△は益） △2,644 △8,202

 その他の損益（△は益） 106 4,134

 売上債権の増減額（△は増加） 163,197 228,360

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,507,737 △509,310

 その他の資産の増減額（△は増加） △411,305 251,329

 仕入債務の増減額（△は減少） △275,490 1,051,138

 その他の負債の増減額（△は減少） 1,047,613 △202,679

 小計 △243,475 1,714,932

 利息及び配当金の受取額 15,381 19,282

 利息の支払額 △616 △9,337

 法人税等の支払額 △207,816 △132,688

 営業活動によるキャッシュ・フロー △436,526 1,592,189
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2020年10月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 － △12,000

 定期預金の払戻による収入 310,000 32,000

 有価証券の売却による収入 100,134 －

 有価証券の償還による収入 200,000 －

 有形固定資産の取得による支出 △117,483 △70,123

 有形固定資産の売却による収入 1,061 20,637

 無形固定資産の取得による支出 △20,661 △42,387

 投資有価証券の取得による支出 △3,020 △3,127

 投資有価証券の売却による収入 304,594 607,367

 長期貸付けによる支出 △4,134 △1,897

 長期貸付金の回収による収入 2,226 2,351

 その他 △4,327 23,726

 投資活動によるキャッシュ・フロー 768,388 556,547

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △55,000 △304,320

 長期借入れによる収入 － 30,000

 長期借入金の返済による支出 － △1,492,206

 配当金の支払額 △221,720 △83,315

 リース債務の返済による支出 △6,269 △22,769

 財務活動によるキャッシュ・フロー △282,990 △1,872,610

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44,092 △66,707

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,779 209,419

現金及び現金同等物の期首残高 5,611,536 6,181,516

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,616,316 ※  6,390,935
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【注記事項】

(追加情報)

(会計上の見積りに関する新型コロナウイルス感染症の影響)

新型コロナウイルス感染症は、当社グループの事業活動にも一定の影響を及ぼしており、当社グループの経営

成績等に重要な影響を及ぼす可能性があります。

当社グループは、重要な会計上の見積りとして、のれん等を含む固定資産の評価等を実施しておりますが、新

型コロナウイルス感染症の影響を当該会計上の見積りに反映するにあたり、当連結会計年度末までに感染拡大に

よる経済への影響が収束するとの仮定により評価しております。

当該仮定は、四半期連結財務諸表等作成日における最善の見積りであると判断しておりますが、想定以上に影

響が長期化あるいは拡大した場合には、重要な会計上の見積り及び判断に影響を及ぼす可能性があります。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につきましては、前連結会計年度の有価証券報告書にお

ける(追加情報)に記載した内容から重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2020年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年10月31日)

投資その他の資産 44,021千円 44,021千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年５月１日
至　2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
至　2020年10月31日)

給料及び手当 730,830千円 839,983千円

役員賞与引当金繰入額 15,700千円 15,180千円

賞与 181,863千円 179,588千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,058千円 1,634千円

退職給付費用 46,017千円 55,296千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年５月１日
至　2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
至　2020年10月31日)

現金及び預金 5,626,548千円 6,392,489千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金 △10,232千円 △1,554千円

現金及び現金同等物 5,616,316千円 6,390,935千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 2019年５月１日 至 2019年10月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年７月23日
定時株主総会

普通株式 221,720 24 2019年４月30日 2019年７月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年12月６日
取締役会

普通株式 92,572 10 2019年10月31日 2020年１月14日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2020年５月１日 至 2020年10月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年７月28日
定時株主総会

普通株式 83,315 9 2020年４月30日 2020年７月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年12月７日
取締役会

普通株式 27,848 3 2020年10月31日 2021年１月15日 利益剰余金
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(セグメント情報等)
 

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年５月１日 至 2019年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 北米 中国 東南アジア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 11,268,073 1,507,502 1,146,224 1,256,191 15,177,991 15,177,991

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

707,956 23,694 16,739 2,574 750,965 750,965

計 11,976,029 1,531,196 1,162,963 1,258,765 15,928,956 15,928,956

セグメント利益 296,570 125,017 5,764 111,065 538,417 538,417
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 538,417

セグメント間取引消去 21,975

四半期連結損益計算書の営業利益 560,392
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年５月１日 至 2020年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 北米 中国 東南アジア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 12,626,086 1,296,160 1,238,843 398,705 15,559,796 15,559,796

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

552,295 25,115 70,973 2,890 651,274 651,274

計 13,178,382 1,321,276 1,309,817 401,595 16,211,071 16,211,071

セグメント利益又は損失(△) 262,887 62,901 71,016 △46,369 350,435 350,435
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 350,435

セグメント間取引消去 △10,608

四半期連結損益計算書の営業利益 339,827
 

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度末から、非連結子会社であったPT. NADESCO INDONESIA、PT. NADESCO ENGINEERING INDONESIA及

びNADEX MEXICANA, S.A. de C.V.は重要性が増したため連結の範囲に含めたことに伴い、従来の報告セグメントで

ある「米国」を「北米」に、「タイ」を「東南アジア」にそれぞれ変更しております。なお、前第２四半期連結累

計期間のセグメント情報については、変更後の名称で記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
至 2019年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
至 2020年10月31日)

１株当たり四半期純利益 39円01銭 32円02銭

    (算定上の基礎)   

 　 親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 360,690 296,730

 　   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

360,690 296,730

  　  普通株式の期中平均株式数(株) 9,244,517 9,265,853
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第71期(自　2020年５月１日　至　2021年４月30日)中間配当については、2020年12月７日開催の取締役会におい

て、2020年10月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額 27,848千円

②　１株当たり中間配当金 ３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2021年１月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2020年12月11日
 

株式会社ナ・デックス

取締役会　御中
 

　

有限責任監査法人　トーマツ  

名古屋事務所  
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 神　　野　　敦　　生 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 滝　　川　　裕　　介 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナ・

デックスの2020年５月１日から2021年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2020年８月１日から2020

年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年５月１日から2020年10月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナ・デックス及び連結子会社の2020年10月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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